
ア ロ ー と ュ ーション

動機

奈良女子大学附属中等教育学校 5年 ●●
附属校担当教諭 ●●　先生
生活環境学部心身健康学科 ●● 先生

事前調査
本校 1～5年生 B組 属 生徒185人 回答者 人数 欠席 生徒 含 い 対 ン ー 実施
質問内容 以下 通
1. ー 経験 有無 … 質問 い 回答者 対

2.1.頻度 1.一週間 一回以上・2.一 月 一回以上・3.半年 一回以上・4.一年 一回以上・5.最後 遊 一年以上経過 い 選択
2.2.経験 あ ー 種類 ボー ー ・ ー ー ・ ー ー ・そ 他 選択
2.3. ー 触 け 1.親 紹介 家 あ ・2.漫画や 見 ・3.店頭 興味 持 ・4. ンターネッ 通 知 ・5.友達 紹介・6.そ 他 選択
2.4. 対戦型 ー 協力型 ー 好 同一 目的 対 協力 ー 協力型 いう

3. ー い 考え 1. そう思う・ 2.そう思う・ 3. いえ い・ 4.あ そう思わ い・5. くそう思わ い 選択
3.1. 教育 有効 思う
3.2. 道徳教育 有効 思う
3.3. ーション 有効 思う

ン ー 結果

2.1.学年 上 ほ 頻度 減少 い 特 高校生 半年 一回以上 以下 回答 大 く増加 予想 反 学年 必 一週間 一回以上 存在
2.3. 触 け 複数回答 無効票 47人 25％以上 無効 直前 項目 複数回答可 対 質問 単一回答 認 い う
ン ー 用紙 丸 付け く い 表記 複数回答 無効票 同様 機会 あ 配慮 必要 う

2.4.想定 9割以上 対戦型 好 思 い 少々以外 一人 協力 対戦 好 追記 い
3.2. 道徳教育 有効 … あ そう思わ い くそう思わ い 計19人 3. 質問中 否定的 意見 最多
3.3. ーション 有効 … そう思う 86人 最多 次い 言え そう思う 70人 最 好意的 意見 多
→全体的 ボー ー 教育手段 く娯楽 有効 あ 考え い

もそう思う
15%

そう思う
34%

ら もい
え い
40%

7%
3%

ロ ー 道徳教育 有効

も
そう思う46%

そう思う
38%

ロ ー ュ ーション有効

実験
実際 生徒 ー プ い そ 生 ーション 観察
計画時 最初 友好関係 築 い ープ 初対面 ープ 対戦型 ー
協力型 ー 対照実験 予定 い 新型 ウ ス感染 う休校 時間 確保 厳 く
友好関係 築 い ープ 協力型 ー 実験

使用 協力型ボー ー ン ッ プ ー 研究者チー 一員 協力 世界中 飛 回
研究者 検疫官 自 技能 生 四種 ウ ス 対 ワ チン 完成 目的
私自身 ー 説明 行 プ ー4人 全員 初 ー 遊
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実験結果・考察
・ ー 山札残 一枚 0枚 状態 引 け い ー ー ー
・話 合い 活発 行わ 意見 全員 積極的 出 い 最初 交友関係 あ 会話中 険悪 雰囲気

く 終始笑い 絶え
・協力型 ー 存在 知 い い あ 必然的 ーション 生 手段 有効 あ 半面強制的 ーション いう側面 あ ー
中 会話 ー 内容 限定 い 今回 対戦型 ー あ 自由 会話 見 考え
・参加者 一人 ボー ー 対戦型 い 思 い 驚い 一ターン や べ 多い そ け ーション 機会 増え 感

仲 いい ン ー や 和気藹々 初対面 ピンチ 度 ス ス そう 少 く 話題 い いう い ーション
得 い状況 必然的 ーション
・今回 ー 知 実際 プ あ 私 随時 ー 説明 行 実践的 新 い環境 活用 ー 理解 始 あ う 場合 ー 理
解 人物 中心 力関係 生 う

今後 研究計画
同 ン ー 対戦型 ー プ う 当初 予定通 様々 学年 初対面 ン ー 集 対照実験 行う

研究目的
同 卓 囲 共有 ーション 場 実践的 活用 各種 ー 発生 ー
ション 形態 把握

1. ロ ー 経験有無 い いいえ 合計 2.4.対戦型ＶＳ協力型 対戦型 協力型 白票 合計
175 10 185 150 24 1 175

2.1. ロ ー 遊ぶ頻度 1 2 3 4 5 未回答・無効 合計 3. ロ ー 1 2 3 4 5 無効 合計
19 50 61 23 21 1 175 3.1.教育 有益 46 85 49 3 1 1 185

2.2.遊 こ あ 種類(複数可) ボー ー カー ー パーテ ー そ 他 3.2.道徳教育 有益 28 63 74 13 6 1 185

160 166 117 10 3.3. ュ ーション 有益 86 70 24 3 0 2 185

2.3.触 っ け 1 2 3 4 5 6 無効 白票 合計
98 2 5 2 11 8 47 2 175 4.4.機会 あ 遊 み い 79 67 30 7 1 1 185

2.4.対戦型ＶＳ協力型 対戦型 協力型 白票 合計
150 24 1 175

研究方法
生徒 対 ー 関 ン ー 行う 対象者 中 選 出 生徒 実際 ー 遊 い そ 様子 観察

分析

元来 ー 興味 持 何 形 生産的 手段 ボー ー 利用 い 考え そ 過程 ーション 手段
そ 場 構築 活用 思い 具体的 活用法 模索 い 考え


